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【手続補正書】
【提出日】平成28年10月13日(2016.10.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一端に開口部を形成した有底の反応セルであって、
　前記反応セルの管壁は、向かい合う一組の壁面と、前記一組の壁面のそれぞれと角部を
介して連接する２つの側壁面と、を有し、
　前記一組の壁面の壁厚は、前記角部厚よりも厚く、前記壁面の全体に亘って一様な厚さ
、もしくはそれぞれの壁厚の一部に最大値を有する場合は、該最大値を有する位置から前
記角部に亘って該壁厚が単調減少することを特徴とする反応セル。
【請求項２】
　向かい合う２組の平板と該平板をつなぐ角部、及び底面部からなる反応セルであって、
一組の平板の肉厚をそれぞれａ１、ａ２とし、前記肉厚ａ１を有する平板の両端につなが
る角部の最大肉厚をそれぞれｂ１、ｂ２とし、前記肉厚ａ２を有する平板の両端につなが
る角部の最大肉厚をそれぞれｂ３、ｂ４とした場合、次の関係を満たすことを特徴とする
反応セル。
　ａ１＞ｂ１、ａ１＞ｂ２、ａ２＞ｂ３、ａ２＞ｂ４
【請求項３】
　前記ａ１、ａ２、及び前記ｂ１、ｂ２、ｂ３、ｂ４が次の関係を満たすことを特徴とす
る請求項２に記載の反応セル。
　ｍａｘ（ａ１，ａ２）－ｍｉｎ（ｂ１，ｂ２）＜０．２
【請求項４】
　前記平板と、該平板をつなぐ角部との接続部の外周表面に段差を有し、
　前記外周表面が、前記接続部において曲率半径ｒの形状を有し、ｒ＞０．１ｍｍを満た
しながら前記角部と接続されることを特徴とする請求項２に記載の反応セル。
【請求項５】
　向かい合う２組の平板と該平板をつなぐ角部、及び底面部からなり一端に開口部を有す
る反応セルであって、
　前記底面部と前記向かい合う２組の平板との接続部において、前記２組の平板は前記底
面部から前記開口部に向けて肉厚が次第に変化するテーパ形状を有することを特徴とする
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反応セル。
【請求項６】
　前記底面部の上端面から高さｈの仮想線と交差する前記平板の一組の肉厚をｄ１、ｄ２
とし、前記高さｈにおけるもう一組の平板の肉厚をｅ１、ｅ２とした時、次の関係を満た
すことを特徴とする請求項５に記載の反応セル。
　ｄ１＞ｅ１、ｄ１＞ｅ２、ｄ２＞ｅ１、ｄ２＞ｅ２
【請求項７】
　前記向かい合う一組の壁面と、前記一組の壁面のそれぞれと角部を介して連接する２つ
の側壁面は、前記壁面が前記側壁面より肉厚で、該壁面が光透過部となることを特徴とす
る請求項１記載の反応セル。
【請求項８】
　前記一組の平板の肉厚が、前記向かい合う２組の平板のうちの該一組の平板の肉厚が、
他の一組の平板の肉厚より厚く、該厚い部分が光透過部となることを特徴とする請求項２
記載の反応セル。
【請求項９】
　請求項１乃至８のいずれか１項に記載の反応セルを搭載した生化学自動分析装置。
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